






売上収益 営業利益

出典：富士キメラ総研　2026エレクトロニクス実装ニューマテリアル便覧

スマートカンパニー主な製品と特長

・電子部品：電動車用インバータ放熱部品
・磁石：ネオジム系異方性ボンド磁石（マグファイン®） 
・デンタル：歯科用磁性アタッチメント（マグフィット®） 
・センサ：超小型・超高感度磁気センサ（MIセンサ） 
・鉄供給材：機能性肥料（鉄力あぐり®、鉄力あくあ®）

価値創造の戦略 ― 事業戦略

スマートカンパニーは5つの事業（電子部品、磁石、デンタル、センサ・金属繊維、鉄供給材）から構成されており、素材と加
工を加えた応用製品を商材としています。自動車分野では、トヨタグループの素材・部品メーカーとして、①電動車の電力マ
ネジメントには欠かせないインバータに用いられる放熱部品②高効率モータ用の強力なボンド磁石③物流効率化のため
の「MIセンサと磁気マーカを使った自動運転支援システム」を提供しています。非自動車分野でも、素材メーカーとして、産
業機器、農業・医療など多岐にわたる分野でお客様のニーズにお応えしています。

素材と応用技術で広がる事業展開

2025年度は前年比で増収増益となりました。増収の要因
としては、自動車の電動化進展などによる売上拡大が大き
く寄与しました。また、増益の要因としては、売上増による
数量効果と、IoTやDXなどの技術導入による生産性の向
上および、TPSによる原価低減活動が寄与しました。2026
年度は販売強化でさらなる増収増益を計画しています。

自動車は、HEVを含めPHEV、FCEV、BEVなど電動化への急激な転換が進みます。電動車の電力マネジメントに欠かせ
ない放熱部品は、今後も需要の伸びが期待され、高出力なモータに不可欠な強い磁石のニーズも高まると考えられま
す。非自動車分野においても、日本政府が打ち出した「日本成長戦略」に掲げる、戦略17分野に関わる部品・素材に関し
ては、お客様ニーズの広がりが期待できます。

事業環境認識

2025年度の実績 ■ 売上収益・営業利益

■ 自動車の市場動向 ■ 事業と戦略17分野の関係
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関連「戦略17分野」
①AI・半導体

⑧フードテック

⑨資源・エネルギー安全保障・GX

⑪創薬・先端医療

⑬マテリアル（重要鉱物・部素材）
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価値創造の戦略 ― 事業戦略

TOPICS
―――――――――――――――――――――

磁気マーカシステム「GMPS®」

鉄供給材事業では、環境負荷を抑えつつ、農耕に適さないと
される不良土壌でのコメやトウモロコシの栽培を可能にする
次世代鉄肥料「PDMA」の開発およびその実用的な施用法の
開発、効果が表れるメカニズムの解明、アルカリ土壌での実証
など、実用化につながる学術的な功績が評価され、第57回市
村学術賞※1の功績賞を受賞しました。また「Nature Commu-
nications」※2にも掲載されたことにより、世の中に広く認知さ
れるようになってきており、これを機に実証試験を拡大すると
ともに、商品化を目指していきたいと考えています。
※ 1：大学ならびに研究機関で行われた研究のうち、学術分野の進展に貢献し、実用化

の可能性のある研究に功績のあった技術研究者またはグループに贈呈される賞
※2：Nature Researchによって発行されているオープンアクセスの学術雑誌で自然

分野全般を扱い、掲載には高いレベルの学術的価値が求められる

次世代鉄肥料による新領域展開

■ JR東日本 気仙沼線での自動運転社会実装

強み
●自動車分野では、トヨタグループのニーズにいち
早く対応したフロントローディングが可能

●需要地における複数拠点で安定供給を実現
●素材とそれらを加工した応用製品の提供

提供価値
スマート5事業が持つ機能材料とその応用製品
で「エネルギー」「安全・安心な社会インフラ」
「健康な生活」「食料」の4つの価値創造領域で
社会に貢献します。

自動車分野では、伸長する電動化市場の需要取り込みの備えとして、主力の岐阜工場に2020年から継続的な設備投
資を実施し、生産能力を4倍に拡大しました。非自動車分野では、カンキツグリーニング病対策鉄供給材の海外販売や
磁気マーカシステム「GMPS®」による構内物流における自動走行支援など新規領域での拡販を目指しています。

電動化・新規領域への事業拡大

これまで培ってきた以下の技術・製品群により、トヨタグループ各
社のマルチパスウェイに貢献してまいります。
①精密プレス技術、表面処理技術に加え画像処理技術により、
自動車部品としての品質を確保した「放熱部品」

②熱処理技術、配向金型技術、一体成形技術による「中重希土
フリー異方性ボンド磁石」

中期経営計画の進捗と今後の取り組み

マルチパスウェイへの貢献

磁石事業では、耐候性を高めたマグファイン®新製品の販売
を2024年9月に開始しました。今年度からは、さらに形状自由度
を高めた、薄く柔軟な磁石シート「マグファイン®シート」がライン
アップに加わります。また、経済安全保障法に基づく、永久磁石の
安定供給確保を図る計画の中で、輸出管理規制強化対象の中重
希土類不使用かつ、高価なレアアースの量を半減させた省レア
アース磁石の開発を進めております。
センサ事業では、非結晶金属繊維の量産技術を基盤とする高感
度磁気センサを活用し、数十μmの微小な金属異物を高速に検
知する検査技術を開発し、商品化を進めています。

社会課題へのソリューション提供

磁気マーカによる
自車位置認識技術

認可を受けた自動運転バス

高感度磁気センサを用いた
異物検査イメージ図

当社の磁気マーカおよび磁気センサを用いた自動運転バス
の実証実験が2018年度にJR東日本大船渡線のBRT
専用道区間で開始しました。各種試験でその安全性が確認
され、2024年3月には気仙沼線柳津駅～陸前横山駅間
(4.8km)、2026年5月からは水尻川AP間(15.5km)まで延
伸された専用道で、国内最長距離でのレベル４の自動運転
走行が実施されました。今後は2028年までに一般道での
レベル4自動運転への適用が期待されています。

床下の磁気センサ
磁気
マーカ

センサモジュール

磁気マーカ

車体床下にセンサ設置

GMPS®：道路に埋
設した磁気マーカ
を車両のセンサモ
ジュールで検知

■ 磁石の特長比較（概念図）
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ネオジム焼結磁石
高磁力

硬く、曲面対応が
難しい

一般的な柔軟磁石シート
柔軟

曲面に沿わせやすいが、磁力は低め

マグファイン®シート
高磁力×柔軟性
薄く、曲面にも対応
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